
 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

上二小だより 

https://edogawa.schoolweb.ne.jp/1310103 

 

江戸川区立上小岩第二小学校 

校長 小野塚 良朋 

10月号 令和 7年 10月２日 

 秋の気配に 

校長 小野塚 良朋 

挑む、競う、楽しむをテーマにこれからの運動会をめざした「かみにンピック」、多数のご参観を

いただきありがとうございました。開校５５周年を記念して PTA 役員の皆様が企画してくださった、

青い空にひろがっていく色とりどりの風船のように、子どもたちの思いや夢を空高く掲げていける

よう、これからも力を尽くしてまいります。 

さて最近「学びの危機」という言葉を耳にしました。スマートフォンやゲームに使う時間の増加、

少子化に伴う受験競争の緩和等の理由で、児童の学習意欲の低下が顕著となっているといいます。

意欲低下の要因にスマホの使用やゲームに長時間を費やすことは否めません。一人１台の端末配備

が定着し、日本ではデジタル教科書の導入が本格的に議論されていますが、欧州のデジタル先進国

では教科書を紙に戻す見直しに舵を切っています。一方、１か月に１冊も本を読まない大人が６割

という調査結果の中、小学生は平均５冊を読んでいるというちょっと安心するデータもありました。 

次は文科省の資料です。小学生全体を３５人の１学級に置き換えると、内訳は以下のように

なるそうです。 

・学力が低い傾向 １２.５人      ・不登校傾向 ４.１人 

・学習面、行動面に困難がある ３.６人 ・日本語を家であまり話さない １.０人 

・特異な才能がある ０.８人      ・不登校 ０.７人 

・いわゆる平均的な子 １２.３人 

この多様な子が集まるクラスに、昔のような一斉画一な学習スタイルはまったくなじまない

ことがわかります。一人一人の学習意欲を十分に引き出す魅力的な授業。秋の気配が感じられ

るようになった昨今、我々もぐっと気を引き締めてまいります。 

10月の生活目標 【言葉づかいに気を付けましょう】                      担当 生活指導部 

 １０月の生活目標は「言葉づかいに気を付けましょう」です。子どもたちは「学校での生活はもち

ろん、家庭や地域でも様々な人と接する機会があります。言葉づかいは、お互いが気持ちよく過ごす

ためのものであり、言葉づかいによって自分自身をどう表現するかということにもつながっていきま

す。 

 今月は４月に「気持ちのよいあいさつをしましょう」という生活目標で取り組んできた「あいさつ

についての取組」に加え、感謝の気持ちを言葉で伝えることや、友達とのやり取りの中で思いやりの

ある言葉を選んで使えるようすることを目指していきます。ご家庭でも、言葉づかいの大切さについ

て話題にしていただけると幸いです。 

話題は変わりますが、秋分の日が過ぎ日が暮れるのが早くなってきました。子どもたちだけで遊ん

でいる場合には、１７時には帰宅するよう学校で指導してまいります。ご協力お願いいたします。 

https://edogawa.schoolweb.ne.jp/1310103


１０月の行事予定 

日 曜日 行事 ※〇の数字は学年  授業時数 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

１ 水 都民の日       

２ 木 安全指導  ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

３ 金 前期通知表配布  委員会活動      金管バンド ５ ５ ５ ５ ６ ６ 

４ 土        

５ 日        

６ 月 金管バンド ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

７ 火 航空写真撮影日 ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

８ 水 特別時程４時間間 区小教研(２－１は５時間授業)

航空写真撮影予備日                       
４ ４ ４ ４ ４ ４ 

９ 木 体育大会壮行会集会 航空写真撮影予備日   

歯みがき指導③  江戸川区役所出前授業⑤   
５ ５ ５ ６ ６ ６ 

10 金 たてわり班活動  日光説明会⑥     金管バンド ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

１１ 土        

１２ 日 区民まつり       

１３ 月 スポーツの日       

１４ 火                       金管バンド         ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

１５ 水 金管バンド ４ ５ ５ ５ ５ ５ 

１６ 木 体育大会⑥（午前）  ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

１７ 金 読み聞かせボランティア  クラブ活動 ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

１８ 土        

１９ 日        

２０ 月 なわとびウィーク開始(〜３１日まで)   金管バンド ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

２１ 火 避難訓練                         ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

２２ 水 校内研究授業(４年生の一部のみ５時間授業) ４ ４ ４ ４ ４ ４ 

２３ 木 社会科学習④ 音楽朝会 ５ ５ ５ ６ ６ ６ 

２４ 金 金管バンド ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

２５ 土        

２６ 日        

２７ 月 スーパーマーケット見学③           金管バンド          ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

２８ 火 生活科見学(①②)                 金管バンド ５ ５ ６ ６ ６ ６ 

２９ 水 就学時健診 特別時程４時間授業  

(５年生、就学時健康診断準備後下校) 
４ ４ ４ ４ ４ ４ 

３０ 木 社会科見学⑤しょうゆもの知り博士出前授業③ 

開校記念集会 
５ ５ ５ ６ ６ ６ 

３１ 金 委員会活動                      金管バンド ５ ５ ５ ５ ５ ５ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健だより                                                      担当 養護教諭    

１０月１０日は目の愛護デー  
最近の調査によると、小学生の約 3 割以上が裸眼視力 1.0 未満という結果が出ています。これは、黒板の文字が

見えづらかったり、遠くのものにピントが合いにくくなったりしている可能性があるということです。  

 

 

給食だより                                                      担当 栄養士  

 
近年、裸眼視力 1.0未満の小中高生は年々増加傾向にあり、年代が上がるにつれてその割合が高く 

なっています（※）。みなさんは、携帯ゲーム機やスマートフォンなどで、目を使い過ぎていませんか？  

10月 10日の「目の愛護デー」に合わせ、目の健康について考えてみましょう。 

目の健康に関わる栄養素や機能性成分には、「ビタミン A」のほか、緑黄色野菜に多く含まれる色素成

分「カロテノイド」の一種、「β-カロテン」「ルテイン」「ゼアキサンチン」などがあります。β-カロテ

ンは、体内で効率よくビタミン Aに変換され、目の健康維持に役立ちます。ルテインとゼアキサンチン

は、目を構成する成分で、光による刺激から目を保護する網膜色素を増加させると考えられています。

 

 
※文部科学省「学校保健統計調査」 

―視力低下の背景― 

・デジタル機器使用時間の増加 

・屋外活動の減少 

・姿勢や照明の影響 

―ご家庭でできる視力ケアー 

・30 分に１回は目を休ませる 

・明るい場所で読書や勉強をする 

・外遊びを積極的に取り入れる 

・スマホやタブレットの使用時間を決める 

56%
21%

17%

6%

上二小の視力の状況

A B C D

色覚検査について 

江戸川区では、小学校１・４年生の希望者を対象に色覚検査を行っています。色覚検査は、色の見え方に関

するスクリーニング検査であり、本人が気づきにくい色の識別の困難さを早期に知ることができます。色覚の

違いは日常生活に大きな支障がない場合もありますが、学習活動や進路選択において配慮が必要となること

があります。お子様の色の見え方を知る機会として、ぜひご検討ください。 



 

 

 

 

図画工作科の学習の様子 

担当 図工専科 

  図画工作科の学習では、自分の「つくりたい！」「描きたい！」という思いを大切に、表現する活動や 

鑑賞する活動を行っています。１学期には、どの学年でも初めて扱う用具や、新しい描き方を身に付けな 

がら制作をしてきました。 

２学期からは身に付けた知識や技能を生かして、上二げいじゅつ祭に向けた制作をしています。どの児 

童も自分だけの「形」や「色」で表そうと、試行錯誤しながら表現の仕方を工夫しています。作品をご覧 

になる際は、できた形や色だけでなく、子どもたちの表したい思い・表す過程での努力を想像しながら、 

見ていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

学力向上について 
担当 学力向上委員会 

江戸川区では、各校「誰一人取り残さないための学力向上アクションプラン」を策定し、子どもたち

に対してきめ細やかな指導ができるようにしています。 

本校では、「校内研究で行っている算数科の授業を中心とした問題解決型の授業の定着、推進」「校内

でテーマを決めた朝学習の実施」「家庭学習の定着に向けた宿題の実施方法の工夫、改善」を行ってい

ます。 

子どもたちが、「自ら学びたくなる」といったような気持ちの状態で学習に向かうことが学力向上に

つながると考えています。これからも授業改善を図っていきながら、子どもたちの意欲を高めていきま

す。 

※今年度も、１２月４日（木）の江戸川区学力定着度調査が行われます。対象は、３年生から６年生。

教科は、「国語」、「算数」です。 

たてわり班活動について 
担当 特別活動部  

たてわり班活動では、1年生から６年生が 12班に分かれて楽しく活動を 

しています。6年生が遊ぶ内容を決めて、他の学年の子どもたちをリード 

しています。下級生と関わることは、６年生としての自覚と自信がもてる 

いい機会となっています。普段は、各教室でできる遊びを行うのですが、 

1学期の最後には、全校たてわり班活動を体育館で行いました。 

班対抗でゲームをすることで、とても盛り上がり、学年の壁を超えて仲 

良く楽しく活動する姿が見られました。上二の子どもたちの絆がより深ま 

るように、縦の繋がりを強く感じられるような活動づくりを目指していま 

す。 

 

 


